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もし、自分が視力を失ったら何から始めたらいいのかわかりません。そういったときにアドバイスを
してくれる方がいたら非常に心強いと感じました。

審査員コメント

私のアイデアは、視覚障害者で困ってる人に視覚障害者の方がカウンセリングをする
というアイデアです。
何故、このアイデアがいいと思った理由としては、私が視能訓練士の授業を視覚障害
者の方から受けた際、皆さんとても明るい方でした。
視力を失ったときは、皆さんショックだったとおっしゃっていましたが、視覚障害者にな

ってから沢山の人に出会うことが出来た。視覚障害者じゃなかったら出会うことが出来
なかったとおっしゃっている方も居られました。やはり、目が見えにくくなって何が不便
か。こんな声を掛けられると嬉しい。などは、視能訓練士より視覚障害者の方の方が分か
るので、視覚障害になってもこんなことが楽しいよ。目が見えなくても楽しい、嬉しい事
が沢山あるよ。ということを、目の不自由になって落ち込んでる方や困ってる方につたえ
てあげて欲しいという事でこのアイデアを考えました。

伊藤　あさひ
視能訓練士構成校学生

目の不自由な方のカウンセリング
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視覚障がい者と一流シェフの
コラボレストラン

外装、内装のデザイン、店内のBGMなど視覚障がい者が出来るところは全て1から
考え、デザインする。
嗅覚には敏感だと思うので、嗅覚を生かしてシェフが作った料理やコーヒーの試食

をし、最終的には視覚障がい者にメニューを決定してもらう。

審査員コメント
面白いタッグ。気弱で決断力が乏しく人見知りなシェフと組めば最強です！

玉本　優奈
視能訓練士養成校　学生
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